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１．策定に至る経緯 

 
平成 24 年 4 月，京都府亀岡市や千葉県館山市において，自動車が登校中の児童の列に突入

し，児童を含め，多数の死傷者を出す事故がありました。平成 24 年はそのほかにも，各地で

登下校中の児童生徒が巻き込まれる痛ましい事故が相次ぎました。本市においても，平成 23

年 9 月に発生した下校中の児童の死傷事故を始めとして，通学途上の児童生徒が交通事故の

犠牲となる深刻な事態が続いていました。 

こうした状況のなか，本市では，それぞれの道路管理者による路側帯の新設・カラー化やガ

ードレールの設置，警察による交通規制，各学校による通学指導など，各機関がその役割にお

いて，必要な対策をその都度実施してきました。 

通学路の管理主体は，市道，県道及び国道で異なり，安全対策もそれぞれの道路管理者が講

じるべきもの，警察機関が講じるべきものと様々です。また，場合によっては，危険の大きい

と思われる箇所に関係機関が集中的に対策を講じるなど，各機関が協調した多重的な取組みも

必要となります。そのため，平成 24 年 8 月には，各小学校の通学路において関係機関と連携

して緊急合同点検を実施し，さらに平成 26 年 8 月にも，改めて合同点検を行い，必要な対策

について関係機関で協議，対応してきました。 

通学路の安全確保を図る上では，このような取組みを通じ，各機関が共通認識を持ちなが

ら，継続的に改善を図っていく必要があります。 

加えて，平成 25 年 12 月には，国から，地域ごとに取組みの基本方針を定め，推進体制を

構築しながら，通学路の安全確保に向けた着実かつ効果的な取組を推進することが求められた

ところです。 

こうしたことから，今後，通学路の安全確保の取組みを継続的に進めていくため，本市は，

関係機関との連携と協力のもと，国の要請にある「通学路交通安全プログラム」として当方針

をまとめることとしました。 

 

２.改定に至る経緯 

 

平成 30 年 5 月，新潟市において，下校中の 7歳の児童が殺害され，未来ある尊い命が奪わ

れるという，痛ましい事件が発生しました。 

この事件を受けて，関係省庁により登下校時の子供の安全確保の対応策が協議され，平成

30 年 6 月に，登下校時の子供の安全確保に関する閣僚会議において，「登下校防犯プラン」が

とりまとめられ，教育委員会・学校，家庭，地域住民，警察，自治体の関係部局等の関係機関

と連携し，学校や地域の実情に応じた安全確保対策について取り組むよう国から通知がありま

した。 

このプランでは，登下校時における安全確保を確実に図るため，防犯の観点による通学路の

緊急合同点検を実施することとされており，平成 30 年 7 月に文部科学省，厚生労働省，国土

交通省及び警察庁の 4 省庁が通学路における緊急合同点検等実施要領を作成し，この要領に沿

って，本市では平成 30年 9 月に防犯の観点による通学路の緊急合同点検を実施しました。 

こうした状況を踏まえ，通学路の一層の安全確保に向け，取り組み方針を改定することとし

ました。 
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３．取組方針の目的 

 
通学路の安全確保については，学校や道路管理者，警察など，それぞれの関係機関が，ソフ

ト・ハード両面において独自の取組方針のもとに対策を講じてきました。一方，共通する課題

について各機関の連携した取組みが有効であることは，平成 24 年 8 月の交通安全緊急合同点

検後の取組みからも明らかであり，こうした取組みを継続することが大切です。また、平成

30 年 9 月の防犯の観点による緊急合同点検の際には、関係機関が連携することで防犯の面か

ら地域の状況を把握し対策を協議することができました。こうした取組みを継続することが、

児童の登下校の安全の充実につながります。 

それぞれの機関には，予算上の制約など独自の事情があり，一定の方針を義務付けることは

できませんが，何より大切なことは，それら関係機関が通学路の安全確保について事実認識を

共有し，協調して取組みを進めることです。 

この取組方針は，関係機関の連携強化の仕組みを明確にすることにより，各関係機関が一体

となった取組みの確保を目的に策定したものです。今後，この方針に基づき，関係機関との協

議を深め，通学路の安全確保に向けた有効な取組みを推進していきます。 
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４．基本的な考え方 

 
⑴  関係機関が連携して取り組む仕組みを確立します。 

通学路の安全確保に向けては，道路を管理する道路管理者，交通標識の設置や交通指導等

の実施，犯罪被害の防止を図る警察機関，防犯活動を推進する各区・総合支所，児童生徒に

安全な通行を指導する学校・教育委員会など，様々な機関がそれぞれの取組みを進めると同

時に，それらが連携して複合的な取組みを行うことにより相乗効果を発揮することが必要で

す。 

そのため，関係機関が必要な情報を共有し，採るべき対策について協議を行うことができ

る仕組みを確立します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵  実施した対策を検証し，さらなる改善を図る仕組みを構築します。 

通学路の危険箇所について何らかの対策を講じたとしても，近隣に建物が建設され，交通

状況が変化したり，周辺の道路状況が変化したりして，当該箇所の危険性が変わってくるこ

ともあります。安全確保対策は，その時々の状況に応じ，改善を図る必要があります。 

そのため，点検や対策の実施サイクルを確立して恒常的に取り組みます。これらの取組み

を繰り返し実施し，通学路の安全性を向上させていきます。 

この取組みによる点検結果や対策の実施内容などについては，とりまとめたうえで市民の

皆様への情報提供を十分に行いながら，取組みの更なる推進を図ります。 

 

点検の実施・対策の検討

対策の実施

対策効果の把握

対策の改善・充実

 県警本部 

各警察署 

市民局 

建設局 

 区役所 

Plan 

Do 

Check 

Action 

通学路の 

安全確保 

道
路
管
理
の
面 

防
犯
対
策
の
面 

交
通
安
全
の
面 

交
通
管
理 

・仙台市立各小学校・仙台市教育委員会 

・仙台市こども若者局 

     ・宮城県警察本部 

・各警察署 

・仙台市市民局 

・ 各区役所 

・各総合支所 

・保護者 

・地域住民 

・仙台 

河川国道事務所 

・仙台市建設局 

・ 各区役所 

・各総合支所 

学校安全管理の面 

児童クラブ安全管理の面 
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５．継続的な取組みを確保するための具体的な取組み 

 
⑴  「仙台市通学路安全推進会議」の設置 

道路管理者，警察機関，防犯担当部局，児童クラブ，教育委員会などが連携した取組みを

進めるため，「仙台市通学路安全推進会議」を設置します。 

「仙台市通学路安全推進会議」では，通学路の危険箇所を把握するとともに，対策内容の

共有化や進捗の管理などを行います。そして，その結果を各機関の役割分担に基づいた確実

な取組み推進へとつなげていきます。 

   

⑵ 年間を通じた取組みのサイクル 

年間を通じ，「点検の実施・対策の検討（Plan）」⇒「対策の実施（Do）」⇒「対策効果の

把握（Check）」⇒「対策の改善・充実（Action）」の取組みを進めます。 

そのため，毎年度，「仙台市通学路安全推進会議」において年間計画を協議し，それをも

とに各関係機関が一体となって取組みを進めます。 

年間計画のおおよそのモデルは次のとおりです。 
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≪年間計画モデル≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 通学路安全合同点検は，学校の基本点検の結果を踏まえ，通学路の安

全確保に向けた重点的な取組みを行うことを想定しています。当面

は，学校の基本点検の結果，優先度が高い箇所について合同で点検す

る計画とし，概ね４年程度で市内の小学校区を網羅的に点検する予定

としております。ただし，合同点検の対象としない場合でも，危険性

や緊急度が高い箇所については，迅速な対応に努めるとともに，対策

の結果を「仙台市通学路安全推進会議」で報告します。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次頁に続く） 

取組みの 

ステージ 
実施項目 内    容 

基本点検 

の実施 

各小学校では学校保健安全法第 27 条に基づく「学校

安全計画」を策定し，通学路について毎年定期的に点

検を実施しています。この点検を通学路の安全確保の

ための基本的な点検と位置付け，その後の取組みに活

かします。 

仙台市 

通学路安全

推進会議 

各小学校の点検結果集約 

通学路の安全点検に向けた取り組み内容やスケジ

ュール等の協議、安全点検結果の情報共有等を行い

ます。 

関係機関 

による 

合同点検 

（集中点検） 

の実施 

基本点検を実施した結果，特に必要があると認められ

る通学路について，関係機関が共同で合同点検を実施し

ます。 

合同点検は，学校，道路管理者，警察機関，防犯担

当部局，児童クラブが合同で行うことを想定してお

り，さらに必要に応じ，町内会，保護者などの協力を

求めます。 

合同点検の実施時期は，原則として各小学校の夏季休

業期間中とします。 

 

点検の実施 

 

Plan 
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関係機関 

による 

対策の検討 

合同点検などの結果から明らかになった対策を要する

箇所については，箇所ごとに路側帯のカラー化，防護柵

設置及び交通規制のようなハード対策を実施すべきか，

交通安全教育，防犯パトロールの強化のようなソフト対

策を実施すべきかなど，学校・道路管理者・警察機関・防

犯担当部局・児童クラブが，連絡調整のうえ具体的な取

組みを検討します。 

対策の 

実施 

Do 

仙台市 

通 学 路 安 全

推進会議 

対策の実施状況の総括を行い，対策の更なる推進を図

るため，情報を共有するとともに，進捗を管理します。 

対策効果 

の把握 

Check 

 

 

対策の改善・充実 

Action 

関係機関 

による対策の 

効果把握・ 

改善・充実 

実施した対策内容などは市民に公表します。今後に

つながる対策や他の機関に関わりがある対策は，関係

機関で十分な情報共有を行います。 

また，対策の効果把握にあたっては，実際に期待

した効果が発現されているか事前に学校へ状況調

査等を実施し，その調査結果をもとに合同点検時に

現地で，学校，教育委員会，道路管理者，警察機関，

防犯担当部局，児童クラブが検証します。 

検証の結果，対策効果が十分でない箇所には，対

策の見直しを行い，対策内容の改善・充実を図りま

す。 

対策の検討 

 

Plan 

教育委員会 

による点検結果及び

対策のとりまとめ 

基本点検及び合同点検の結果を集約したうえで，関係機

関へ情報を提供し，共有化を図ります。 

関係機関 

による対策の 

実施 

基本点検及び合同点検の結果，対策が必要とされた箇

所については，各関係機関で連携を図り，円滑に対策を

実施していきます。 

取組みの 

ステージ 
実施項目 内    容 
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６．取組方針の推進 

 
⑴  「仙台市通学路安全推進会議」を軸として，各機関の取組みを促進します。 

通学路の安全は，学校，道路管理者，警察機関，防犯担当部局，児童クラブなど，それぞ

れの機関の適切な役割分担に基づいて進められるものです。関係機関による協議を通じ，対

策の必要性に関する認識を共有するとともに，直ちに抜本的な対策を採ることが困難なもの

については，関係機関で連絡調整を図りながら取組みを行うなど，「仙台市通学路安全推進

会議」を軸として，各機関の取組みを促進していきます。 

 

⑵  通学路安全対策箇所一覧及び箇所図を公表し，市民の皆様からの声を伺います。 

点検結果や実施した対策内容については，年度毎に小学校区単位の「通学路安全対策箇所

一覧」及び「通学路安全対策箇所図」を作成し，別途公表します。 

これにより，ほかに対策が必要な箇所の有無や，実施した対策が十分であるかどうかな

ど，市民の皆様からのご意見・ご提言を「仙台市通学路安全推進会議」で協議し，各般の点

検などを通して対策の改善・充実に活かしていきます。 
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通学路の安全確保に関する取組方針の改定履歴 

発行年月 改定履歴 

平成 26 年 12 月 策定 

平成 27 年 4 月 組織変更による一部改定 

平成 29 年 3 月 実施フロー図の追加、年間計画の一部変更、組織変更によ

る一部改定 

平成 31 年 3 月 防犯の観点を加えることによる改定 

令和 2年 4月 組織変更による一部改定 

令和 5年 4月 組織変更による一部改定 

令和 8年 4月 組織変更による一部改定 

 


